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けられ、さらに十一面観音像と比較し、他五軀がより合理的な木取り、工程を選択したことを指摘した。   
以上をふまえ、六観音像は、カヤ材という檀像制作の規範に拠りながらもヒノキ材で培った技法によって
群像を合理的に造像したものであり、カヤ材の特性を考慮した制作工程を、群像制作に応用した計画性を示












































































よる接着を用いた可能性があることなど、実際に制作するなかで様々な知見を得た。   
以上の検証から、本群像は檀像彫刻の規範に拠るためにカヤ材を使用しつつ、本来カヤ材には向かない技
法を選択した結果、材の特性を考慮しながら次第に造像工程を変化させて6軀を制作したと捉え、いまだ不
明な点が多い当時の工房制作の様相を垣間見せた。  
模刻制作を行った准胝観音像は、面相部の仕上げの精度が若干惜しまれるものの全体として造形・古色仕
上げともに優れており、なによりもこの大きさで実際に割矧ぎの実証を行ったことは高く評価される。また
審査会当日に行った口頭試問において、専門領域における基礎的知識を有していることを確認した。  
 
